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憶

滋
賀
県

茶

本

甚
三
郎

私
は
現
住
所
と
同
じ
大
津
市
平
津
で
、
両
親
の
元
に
四

人
の
兄
姉
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

家
業
は
食
料
品
・
衣
料
・
呉
服
等
々
を
商
う
小
さ
な
田

舎
の
百
貨
店
で
、
従
業
員
も
五
、
六
人
使
用
し
て
ま
し

た
。
当
時
と
し
て
は
か
な
り
裕
福
な
部
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。

学
業
も
義
務
教
育
の
六
年
修
了
後
、
旧
制
中
学
校
（
五

年
制
の
商
業
科
）
へ
進
学
、
こ
れ
も
無
事
卒
業
し
て
家
業

に
従
事
し
ま
し
た
。
当
時
、
大
正
期
か
ら
昭
和
の
初
期
は

大
変
不
況
で
、
世
に
い
う
「
大
正
・
昭
和
恐
慌
」
で
し

た
。
子
供
心
に
も
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
子
女
の
人
身
売

買
、
一
家
心
中
、
夜
逃
げ
等
々
が
日
常
茶
飯
時
の
ご
と
く

語
ら
れ
、
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

近
江
の
国
（
滋
賀
県
）
は
琵
琶
湖
を
中
に
し
て
四
囲
を

取
り
囲
ん
で
い
る
所
で
す
。
近
江
八
景
の
名
勝
で
、
天
下

に
有
名
な
所
や
、
大
津
絵
に
な
っ
た
所
が
あ
り
、
徳
川
時

代
初
期
の
儒
者
・
中
江
藤
樹
先
生
門
下
生
に
は
、
熊
沢
蕃

山
は
じ
め
多
く
の
学
者
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
人
間
味
豊
か
な
町
で
成
人
し
た
こ
と
は
私
の
大

き
な
収
穫
で
し
た
。

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
徴
兵
検
査
で
徴
兵
執
行

官
か
ら
「
茶
木
甚
三
郎
、
第
一
乙
種
合
格
」
と
命
ぜ
ら

れ
、
復
唱
し
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
帰
宅
し
て
親
、

兄
、
姉
と
話
し
合
っ
て
「
現
役
兵
に
な
ら
ず
に
良
か
っ

た
」
で
し
た
。
日
支
事
変
が
日
中
戦
争
と
呼
称
が
変
わ

り
、
世
の
中
が
軍
事
色
に
塗
り
変
え
ら
れ
ま
し
た
。
途
端

に
世
情
が
一
変
し
、
二
・
二
六
事
件
を
含
む
官
憲
の
取
締

り
は
地
方
自
治
体
か
ら
、
小
さ
く
は
隣
組
（
五
人
組
）
等

ま
で
に
徹
底
的
に
浸
透
し
て
き
て
、
挙
国
時
代
と
な
り
ま

し
た
。

五
族
協
和
（
日
本
・
韓
国
・
中
国
・
蒙
古
・
満
州
）
ま

た
広
く
は
大
東
亜
協
栄
圏
、
そ
し
て
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
「
一
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億
一
心
」「
一
億
火
の
玉
だ
」「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま

で
は
」
な
ど
で
戦
意
高
揚
を
計
る
と
い
う
、
世
は
ま
さ
に

軍
国
時
代
・
軍
部
優
先
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
二
年
五
月
二
十
日
、
召
集
令
状
が
来
ま
し
た
。

翌
月
六
月
一
日
午
前
八
時
、
京
都
伏
見
の
歩
兵
第
九
連
隊

へ
入
隊
せ
よ
で
し
た
。
い
ざ
来
る
も
の
が
来
ま
し
た
。
日

本
男
子
の
本
懐
だ
、
出
陣
に
対
し
て
の
心
構
え
、
気
配

り
、
後
顧
の
憂
い
無
き
よ
う
に
と
細
心
に
注
意
し
ま
し

た
。
各
神
社
へ
必
勝
祈
願
の
参
拝
、
ご
先
祖
様
へ
の
御
報

告
、
特
に
京
都
堀
川
の
「
戻
り
橋
」、
こ
の
橋
は
出
陣
す

る
者
が
一
度
渡
れ
ば
必
ず
戻
り
来
る
と
言
う
伝
説
が
有
る

と
こ
ろ
で
出
征
軍
人
は
必
ず
通
る
橋
と
し
て
有
名
で
し

た
。姉

は
千
人
針
の
腹
巻
作
り
の
た
め
に
女
学
校
や
婦
人
会

は
じ
め
、
人
通
り
の
多
い
町
中
で
、
女
性
に
一
針
、
一
針

を
求
め
、
心
を
込
め
て
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
こ
れ
は
後
で
分
か
っ
た
こ
と
で
し
た
が
、
有
難
迷
惑
で

し
た
。
そ
れ
は
大
陸
の
戦
線
で
は
入
浴
も
な
く
、
十
日
も

二
週
間
も
肌
着
、
褌
等
は
着
た
ま
ま
で
不
潔
に
な
り
、
千

人
針
が
蚤
や
虱
の
巣
窟
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。

親
戚
や
友
人
知
人
へ
の
挨
拶
廻
り
、
出
陣
の
宴
等
々
で

十
日
の
予
定
は
完
了
で
し
た
。
家
の
表
に
は
、
応
召
の
日

か
ら
幟
旗
が
幾
流
し
も
立
ち
並
び
ま
し
た
。
親
戚
や
友
人

か
ら
の
激
励
と
武
運
長
久
と
戦
勝
の
願
い
を
込
め
た
幟
で

し
た
。
同
級
生
だ
っ
た
矢
野
君
と
高
田
君
と
三
人
一
緒
の

出
陣
で
し
た
。
激
励
の
寄
せ
書
き
を
し
た
「
日
章
旗
」
を

襷たすきに
す
る
と
、
日
の
丸
の
赤
が
肩
か
ら
胸
に
か
か
り
、
赤

襷
の
ご
と
く
に
な
り
ま
し
た
。

私
達
三
人
は
当
時
の
国
鉄
の
石
山
駅
頭
に
て
歓
呼
の
声

や
日
章
旗
の
波
に
送
ら
れ
「
自
分
達
三
人
は
郷
土
の
た

め
、
先
人
の
名
を
汚
す
事
な
く
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
来
ま

す
」
と
挨
拶
を
行
い
車
上
の
人
と
な
り
ま
し
た
。
列
車
の

発
車
後
も
「
万
歳
、
万
歳
」
の
声
援
が
あ
り
ま
し
た
。

時
間
厳
守
で
午
前
八
時
に
京
都
伏
見
の
歩
兵
第
九
連
隊

の
衛
門
を
潜
り
ま
し
た
。
受
付
に
古
兵
が
二
、
三
人
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
氏
名
を
呼
び
上
げ
て
、
各
所
属
中
隊
へ
と

分
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
一
番
心
配
な
こ
と
は
、
出
陣
前
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に
役
所
の
兵
事
係
の
言
っ
て
い
た
「
身
体
検
査
」
で
し

た
。
不
合
格
の
場
合
は
「
即
日
帰
郷
」
と
い
っ
て
、
廻
れ

右
で
故
郷
へ
帰
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
た
め
悲
惨
な
事
件

が
多
く
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
盛
大
な
歓
呼
の
声
で
送

ら
れ
て
来
て
い
な
が
ら
「
日
本
男
子
」
と
し
て
は
哀
し

く
、
自
決
し
て
相
果
て
た
こ
と
で
し
た
。

自
分
は
身
体
検
査
を
無
事
終
了
、
軍
装
一
式
貸
与
で
、

そ
れ
ま
で
着
用
し
て
い
た
私
服
は
付
添
者
が
持
ち
帰
れ
で

し
た
。
父
親
に
「
日
の
丸
」
の
外
、
全
部
渡
し
て
決
別
し

ま
し
た
。
親
父
さ
ん
も
寂
し
さ
を
殺
し
て
、
た
だ
「
身
体

を
大
切
に
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
自
分
は
第

七
中
隊
へ
配
属
が
決
定
し
ま
し
た
。

当
時
の
歩
兵
第
九
連
隊
の
編
成
は
京
都
市
ほ
か
五
郡
、

滋
賀
県
は
大
津
市
ほ
か
六
郡
よ
り
で
し
た
。
第
十
六
師
団

は
前
述
の
歩
九
の
外
に
福
知
山
歩
兵
第
二
十
連
隊
、
津
歩

兵
第
三
十
三
連
隊
、
奈
良
歩
兵
第
三
十
八
連
隊
で
、
こ
れ

に
伴
う
騎
兵
（
後
の
捜
索
連
隊
）、
砲
兵
、
工
兵
、
輜
重
、

そ
の
他
通
信
は
じ
め
諸
兵
站
関
係
よ
り
な
っ
て
い
ま
す
。

平
時
兵
力
は
一
万
人
で
外
地
駐
留
は
一
万
二
千
人
、
戦
時

編
成
は
二
万
人
に
脹
れ
上
が
り
ま
す
。
原
隊
は
中
支
戦
線

に
出
陣
中
で
し
た
。
原
隊
に
兵
員
の
不
足
が
生
じ
た
時
点

で
留
守
隊
よ
り
増
派
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

連
隊
本
部
は
部
隊
長
以
下
副
官
、
付
将
校
、
軍
旗
は
出

陣
中
は
護
衛
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
各
要
員
の
将

校
、
下
士
官
、
従
兵
書
記
（
功
績
・
陣
中
日
誌
等
の
記

録
）、
伝
令
、
作
業
要
員
、
衛
生
要
員
等
々
で
、
第
一
、

第
二
、
第
三
大
隊
な
ど
各
大
隊
に
お
い
て
も
本
部
に
準
じ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
各
中
隊
は
中
隊
長
の
下
に
指
揮
班
が

あ
り
、
付
将
校
、
人
事
係
准
尉
、
各
係
下
士
官
及
び
兵
等

で
し
た
。
小
銃
中
隊
十
二
個
小
隊
が
あ
り
、
第
一
、
第

二
、
第
三
、
第
四
小
隊
は
小
銃
で
、
第
五
は
軽
機
関
銃
小

隊
、
第
六
は
擲
弾
筒
小
隊
で
し
た
。
重
機
関
銃
中
隊
は
二

個
中
隊
で
軍
馬
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
連
隊
砲
・
大
隊

砲
・
速
射
砲
各
中
隊
も
軍
馬
を
持
ち
、
通
信
は
有
線
・
無

線
中
隊
が
あ
り
ま
し
た
。
総
人
員
は
四
、
五
千
人
だ
っ
た

と
記
憶
し
ま
す
。

さ
て
、
入
隊
当
日
は
教
育
係
将
校
よ
り
「
貴
君
達
は
郷
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土
の
栄
誉
を
担
っ
て
入
隊
し
た
の
だ
。
立
派
な
軍
人
と
し

て
訓
練
に
勉
励
し
、
後
顧
の
憂
い
無
き
よ
う
に
勤
め
よ
」

で
し
た
。
当
日
は
一
日
だ
け
古
年
兵
の
指
導
も
優
し
く

「
今
日
一
日
は
貴
様
達
は
お
客
さ
ん
扱
い
だ
。
明
朝
の
起

床
喇
叭
か
ら
は
気
合
を
入
れ
る
ぞ
」
と
赤
飯
に
お
頭
付
き

の
魚
が
付
い
て
い
ま
し
た
。
自
分
は
第
七
中
隊
で
し
た
。

こ
の
中
隊
は
歴
代
中
隊
長
が
陸
軍
士
官
学
校
出
身
者
で
し

た
。
他
の
中
隊
は
予
備
役
将
校
の
中
隊
長
で
し
た
。
そ
れ

だ
け
第
七
中
隊
は
他
に
抜
き
ん
出
て
お
る
こ
と
か
ら
教
育

も
厳
し
く
、
兵
隊
も
衆
の
範
と
な
れ
で
し
た
。

ま
た
、
幼
年
学
校
出
身
で
将
来
陸
軍
士
官
学
校
か
ら
陸

軍
大
学
校
へ
進
む
と
い
う
、
徹
底
的
な
軍
人
の
卵
の
士
官

候
補
生
の
上
等
兵
が
十
人
、
自
分
達
と
同
室
に
て
起
居
を

同
じ
く
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
三
度
の
食
事
は
将
校
集

会
所
で
、
部
隊
長
以
下
全
将
校
と
同
席
し
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
の
階
級
章
は
三
ツ
星
の
上
等
兵
で
も
、
も
う
一
個
桜

を
モ
ー
ル
で
囲
ん
だ
記
章
が
襟
に
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
は

陸
士
第
五
十
一
か
五
十
二
期
生
で
し
た
。

自
分
達
も
日
常
教
練
の
外
に
、
特
に
軍
人
勅
諭
の
暗
記

が
第
一
で
、
歩
兵
操
典
、
作
戦
要
務
令
ほ
か
典
範
令
集
か

ら
日
常
勤
務
守
則
、
例
え
ば
不
寝
番
・
各
当
番
勤
務
・
厳

格
な
衛
兵
勤
務
等
々
の
守
則
を
全
部
丸
暗
記
し
ま
し
た
。

現
在
の
頭
脳
で
は
到
底
出
来
得
な
い
こ
と
で
し
た
。
自
分

は
声
が
大
き
く
て
子
供
の
頃
か
ら
両
親
に
「
も
う
少
し
小

さ
な
声
で
話
せ
」
と
言
わ
れ
る
位
の
大
声
で
し
た
。
こ
れ

が
軍
隊
で
は
幸
い
し
ま
し
た
。
班
内
か
ら
一
歩
外
に
出
る

時
は
必
ず
「
茶
木
二
等
兵
、
厠
へ
行
っ
て
来
ま
す
」
ま
た

入
室
の
時
は
「
茶
木
二
等
兵
、
入
浴
よ
り
戻
り
ま
し
た
」

と
大
き
な
声
で
発
表
し
ま
す
。
声
が
小
さ
い
と
古
年
兵
か

ら
「
今
な
に
か
虫
の
声
が
し
て
い
た
、
今
一
度
官
姓
名
を

名
乗
れ
」
と
再
度
申
告
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
前
述
の
士
官
候
補
生
に
関
連
し
た
こ
と
で
す
が
、

自
分
も
旧
制
中
学
校
四
年
生
の
時
（
当
時
の
中
学
で
は
学

業
の
中
に
一
週
に
一
度
の
軍
事
教
練
の
時
間
が
あ
り
、
配

属
将
校
が
教
官
と
し
て
登
校
し
て
い
た
）
配
属
の
陸
軍
中

尉
よ
り
「
陸
・
海
軍
人
を
志
望
す
る
者
は
申
告
せ
よ
」
と

勧
誘
さ
れ
ま
し
た
。
友
達
の
一
人
が
希
望
し
志
願
し
た
の

で
す
が
、
成
績
は
合
格
点
で
し
た
が
思
想
が
不
当
で
不
採
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用
と
な
っ
た
の
で
す
。
彼
は
後
に
現
役
入
隊
後
、
幹
部
候

補
生
の
試
験
で
乙
種
幹
候
と
な
り
ま
し
た
。
身
体
健
全
で

頭
脳
明
晰
で
も
、
思
想
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
ぬ
と
敗
北
者

の
ご
と
し
で
す
。

自
分
は
勿
論
、
軍
人
志
望
、
幹
部
候
補
、
下
士
官
候
補

等
一
切
希
望
せ
ず
で
し
た
。
実
は
男
兄
弟
二
人
の
兄
が
病

弱
で
両
親
か
ら
「
甚
三
郎
、
お
前
が
頼
り
だ
」
と
子
供
の

頃
か
ら
申
さ
れ
、
頼
ら
れ
て
い
た
た
め
に
軍
人
生
活
を
望

ま
ぬ
と
堅
く
決
心
し
て
い
ま
し
た
。

二
カ
月
位
経
過
し
た
頃
の
夜
半
に
非
常
呼
集
で
飛
び
起

こ
さ
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
隊
長
の
酒
乱

騒
動
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
隊
長
は
更
迭
と
な
り
ま
し

た
。
新
中
隊
長
が
着
任
し
ま
し
た
が
、
新
中
隊
長
は
厳
格

そ
の
も
の
で
、
罰
則
は
最
高
に
強
烈
で
し
た
。
将
校
・
下

士
官
は
申
す
に
及
ば
ず
、
自
分
達
初
年
兵
に
ま
で
服
装
・

言
動
な
ど
厳
し
く
、
日
夜
気
の
休
む
暇
も
な
し
で
し
た
。

昭
和
十
三
年
八
月
末
近
い
日
に
「
全
員
、
家
族
面
接
許

す
」
と
の
布
告
が
あ
り
、
翌
日
家
族
が
面
会
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
食
べ
物
に
苦
労
し
て
い
る
と
思
っ
て
母
親
が
大

き
な
「
ぼ
た
餅
」
を
持
参
し
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
も
あ

の
味
は
舌
の
上
に
あ
り
忘
れ
得
ぬ
味
で
す
。
出
陣
先
は
不

明
で
す
が
、
多
分
大
陸
戦
線
で
す
。
両
親
か
ら
は
「
く
れ

ぐ
れ
も
飲
料
水
に
気
を
付
け
よ
、
身
体
を
大
切
に
行
っ
て

こ
い
よ
」
と
言
わ
れ
別
れ
ま
し
た
。

隊
内
で
は
出
発
に
先
立
っ
て
兵
器
の
整
備
を
完
全
に
行

い
、
軍
装
品
の
支
給
が
あ
り
、
軍
帽
か
ら
靴
下
、
編
上
靴

ま
で
す
べ
て
新
品
で
、
現
在
ま
で
着
用
の
衣
服
は
返
納

と
、
各
班
内
は
大
変
多
忙
で
慌
た
だ
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
自
分
達
の
第
一
期
の
検
閲
も
有
耶
無
耶
の
う
ち
に

実
施
済
み
と
な
り
ま
し
た
。
伏
見
の
兵
営
か
ら
出
陣
に
当

た
り
部
隊
長
の
激
励
の
訓
示
が
あ
り
、
歩
武
堂
々
の
行
進

を
し
て
、
表
門
で
衛
兵
が
整
列
し
て
喇
叭
吹
奏
で
見
送
ら

れ
た
時
は
心
身
共
に
極
限
に
緊
張
し
ま
し
た
。

京
都
駅
ま
で
約
六
百
人
だ
っ
た
と
思
う
。
沿
道
は
旗
の

波
と
万
歳
の
声
が
消
え
る
こ
と
な
く
、
駅
頭
で
は
家
族
友

人
知
人
や
一
般
市
民
が
日
章
旗
を
打
ち
振
り
な
が
ら
「
出

征
軍
人
を
送
る
歌
な
ど
」
を
合
唱
し
、
そ
し
て
万
歳
、
万
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歳
の
声
で
し
た
。
当
時
の
状
景
が
今
も
目
の
奥
に
残
っ
て

い
ま
す
。

大
阪
港
で
は
、
乗
船
の
関
係
で
自
分
達
は
明
朝
八
時
に

埠
頭
に
集
結
と
な
り
、
一
度
市
内
の
一
般
旅
館
に
宿
泊
と

決
定
し
ま
し
た
。
当
時
昭
和
十
三
年
頃
は
不
況
で
し
た
が

出
征
軍
人
に
対
し
て
は
非
常
に
暖
か
い
心
情
で
し
た
。
旅

館
も
女
将
さ
ん
か
ら
女
中
さ
ん
ま
で
皆
さ
ん
親
切
で
、
自

分
達
の
一
つ
星
を
見
て
「
新
兵
さ
ん
、
頑
張
っ
て
下
さ

い
」
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
特
別
に
果
物
や
菓
子
、
饅
頭

等
を
運
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

翌
朝
、
日
の
出
と
共
に
軍
装
を
整
え
て
、
各
中
隊
集
合

場
所
へ
参
集
、
全
部
隊
揃
っ
て
桟
橋
へ
行
進
し
ま
し
た
。

乗
船
、
出
港
、
ド
ラ
が
鳴
り
、
汽
笛
が
響
く
。
輸
送
船
は

岸
壁
を
離
れ
一
路
西
方
へ
海
上
を
滑
る
ご
と
く
進
み
ま

す
。
多
島
美
の
瀬
戸
内
海
か
ら
関
門
を
経
て
玄
界
灘
と
目

的
は
上
海
港
で
し
た
。
武
器
、
火
砲
・
弾
薬
・
糧
秣
ほ
か

諸
物
資
、
軍
馬
、
車

、
兵
員
も
す
べ
て
船
艙
へ
搬
入
、

野
砲
が
数
門
、
船
首
と
船
尾
に
固
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
砲
口
は
海
面
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。
波
風
立
た

ず
、
穏
や
か
な
輸
送
で
し
た
。

申
し
遅
れ
ま
し
た
が
自
分
達
は
乗
船
後
に
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
中
支
戦
線
で
激
戦
中
の
第
十
六
師
団
・
歩
兵
第
九

連
隊
が
徐
州
攻
略
で
進
撃
中
で
あ
る
。
我
々
は
そ
の
増
派

救
援
部
隊
で
し
た
。

恙
な
く
上
海
へ
上
陸
、
指
揮
官
以
下
部
隊
六
百
人
は
、

三
井
物
産
の
大
き
な
三
階
建
の
埠
頭
倉
庫
に
入
り
ま
し

た
。
内
部
は
軍
需
物
資
が
山
積
み
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
建
物
の
中
で
各
人
に
武
具
、
弾
薬
が
配
給
さ
れ
ま
し

た
。
徒
歩
小
隊
は
三
八
式
歩
兵
銃
弾
三
二
〇
発
、
手
榴
弾

一
発
、
携
帯
用
鶴
嘴
兼
ス
コ
ッ
プ
一
丁
、
天
幕
・
毛
布
・

防
毒
マ
ス
ク
等
々
で
し
た
。
食
料
は
米
穀
、
味
噌
、
醬

油
、
乾
燥
野
菜
等
の
加
工
品
、
缶
詰
類
が
二
、
三
個
で
装

具
総
重
量
は
四
〇
キ
ロ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
古
兵
に

劣
ら
ず
活
動
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
い
さ
さ
か
心
配
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

内
地
伏
見
の
連
隊
に
い
た
時
の
教
育
係
下
士
官
が
「
野

戦
に
出
陣
の
時
は
、
予
定
日
数
以
上
の
食
料
を
携
行
せ
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よ
。
不
測
の
事
態
が
何
日
ど
こ
で
発
生
す
る
や
も
知
れ

ぬ
」
で
し
た
が
、
い
ざ
完
全
軍
装
に
三
日
分
の
食
料
携
行

は
自
分
の
体
力
と
し
て
は
過
重
で
し
た
。

上
海
駅
か
ら
鉄
道
に
て
南
京
を
通
過
し
、
無
湖
と
言
う

町
に
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
か
な
り
の
大
都
市
で
し
た
。

し
か
も
敵
が
絶
え
ず
襲
撃
を
敢
行
し
て
く
る
、
そ
れ
も
昼

夜
の
別
な
く
だ
と
の
事
で
、
一
瞬
の
油
断
も
で
き
な
い
の

で
充
分
に
警
戒
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
兵
站
本
部
が

駐
留
し
、
飛
行
場
位
の
広
大
な
敷
地
に
野
戦
貨
物
所
が
幾

個
所
に
も
設
置
さ
れ
物
資
が
山
積
み
し
て
あ
り
、
随
所
に

警
備
歩
哨
が
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
勿
論
内
部
作
業
に
は

中
国
人
労
働
者
（
苦
力
）
を
使
用
し
、
軍
人
や
軍
属
が
指

揮
監
督
し
て
い
る
。

揚
子
江
（
長
江
）
に
は
日
本
船
が
出
入
り
す
る
立
派
な

港
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
達
は
二
千
ト
ン
級
の
輸
送
船
に

乗
船
し
て
、
上
流
へ
進
み
、
安
慶
辺
り
の
港
に
上
陸
し
ま

し
た
。
徐
州
攻
撃
作
戦
の
た
め
で
、
一
日
の
行
程
三
〇
キ

ロ
で
、
た
だ
黙
々
と
前
者
の
後
に
付
い
て
、
一
生
懸
命
に

歩
く
だ
け
で
し
た
。
自
分
達
は
格
好
は
一
人
前
の
兵
隊
さ

ん
で
も
、
ま
だ
内
実
は
入
隊
百
日
の
半
人
前
の
軍
人
で

す
。
肉
親
や
郷
土
の
人
達
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
弱
音
を

吐
か
ず
今
日
ま
で
来
た
の
だ
。「
己
の
苦
し
い
時
は
人
も

苦
し
い
の
だ
」
と
目
的
地
点
ま
で
一
週
間
の
行
程
を
朝
八

時
出
発
、
六
十
分
行
進
、
十
五
分
小
休
止
を
繰
り
返
し
て

進
み
ま
し
た
。

昼
食
の
休
止
は
六
十
分
で
し
た
。
こ
の
時
間
に
、
農
民

が
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
畑
の
作
物
（
野
菜
）
を
失
敬
し

た
り
、
河
川
（
ク
リ
ー
ク
）
に
遊
ぶ
家
鴨
を
取
り
押
さ
え

て
、
夕
食
用
に
準
備
す
る
な
ど
、
皆
迅
速
に
行
動
し
て
い

ま
し
た
。
と
く
に
先
輩
古
年
次
兵
の
行
動
に
は
、
ほ
と
ほ

と
感
服
し
ま
し
た
。
携
行
食
料
の
節
減
を
思
え
ば
当
然
の

こ
と
で
し
た
。

当
初
二
日
程
は
晴
天
で
土
埃
で
苦
し
ん
だ
の
で
す
が
、

三
日
目
に
雨
が
降
り
出
す
と
忽
ち
道
路
が
泥
濘
と
化
し
、

一
歩
一
歩
の
前
進
が
大
変
に
な
り
、
軍
装
品
が
重
く
肩
に

喰
い
込
ん
で
来
る
。
そ
し
て
雨
ガ
ッ
パ
か
ら
水
が
滲
み
こ

ん
で
、
土
砂
降
り
に
な
る
と
胸
か
ら
腹
へ
と
水
が
流
れ
込

ん
で
来
る
。
そ
こ
ま
で
は
充
分
忍
耐
で
き
ま
す
。
し
か
し
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睾
丸
が
雨
水
に
濡
れ
る
と
、
こ
の
時
点
で
体
内
の
熱
気
は

半
減
し
、
歯
の
根
も
合
わ
ず
、
が
た
が
た
と
胴
振
る
い
が

し
ま
す
。
こ
の
解
消
法
と
し
て
は
、
一
に
食
事
を
取
る
こ

と
、
二
に
乾
布
で
全
身
を
拭
き
、
肌
着
そ
の
他
衣
服
の
交

換
以
外
に
術
な
し
で
す
。

宿
営
に
は
心
を
配
り
ま
し
た
。
諸
先
輩
の
指
導
で
無
人

の
民
家
に
設
営
し
た
り
、
路
傍
の
草
原
に
宿
営
す
る
場
合

な
ど
に
は
、
暗
夜
の
警
備
警
戒
の
容
易
な
所
を
選
定
し
ま

す
。
ま
た
必
ず
必
要
な
飯

炊
飯
や
お
茶
沸
か
し
（
真
水

は
万
病
の
源
で
あ
る
の
で
）
な
ど
を
瞬
時
に
判
断
し
て
命

令
下
知
す
る
の
で
す
。
個
人
的
な
苦
労
と
い
え
ば
腹
を
壊

し
て
下
痢
を
す
る
こ
と
で
、
行
軍
中
は
特
に
大
変
で
し

た
。
世
に
謂
う
「
小
便
一
丁
糞
十
丁
」
で
、
路
傍
で
事
に

及
ん
で
い
る
間
に
本
隊
は
遠
く
前
進
し
て
し
ま
い
、
落
伍

兵
と
な
る
の
で
す
。

自
分
達
補
充
兵
員
六
百
人
の
引
率
は
、
将
校
は
予
備
役

で
再
召
集
さ
れ
た
大
津
市
出
身
の
柳
田
中
尉
が
一
人
で
、

そ
れ
に
下
士
官
が
軍
曹
と
伍
長
各
一
人
、
古
参
上
等
兵
が

二
人
で
す
。
自
分
達
六
百
人
の
命
運
は
こ
の
六
人
の
上

官
、
先
輩
に
託
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
思
え
ば
心
寂
し
き

次
第
で
し
た
。
古
く
遠
い
昔
の
こ
と
で
す
。
種
々
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
し
、
戦
闘
、
殺
戮
的
事
件
は
忘
却
し
難
く
今

日
ま
で
生
き
て
き
ま
し
た
。

昭
和
十
三
年
九
月
十
五
日
頃
で
し
た
。
目
的
地
に
到
着

後
、
本
隊
は
移
動
し
、
次
の
目
標
は
武
漢
三
鎮
攻
略
戦
で

し
た
。
な
お
記
録
に
よ
り
ま
す
と
九
月
十
六
日
に
は
河
南

省
商
城
占
領
と
あ
り
ま
す
。
自
分
達
に
は
一
切
不
明
で
し

た
。
地
理
不
案
内
の
ま
ま
、
た
だ
指
揮
官
の
命
の
ま
ま
南

西
に
進
路
を
取
り
ま
し
た
。
数
日
行
進
し
た
地
点
で
、
前

面
に
最
大
難
所
の
大
別
山
系
の
連
山
が
横
た
わ
っ
て
い
ま

し
た
（
標
高
一
五
〇
〇
〜
一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）。
こ
の

地
の
利
を
充
分
に
熟
知
し
活
用
し
た
蔣
介
石
正
規
軍
が
、

所
々
方
々
に
陣
地
を
構
築
し
て
お
り
、
ま
さ
に
死
角
無
き

戦
線
で
し
た
。
最
前
線
の
部
隊
も
一
時
進
軍
を
停
止
し
、

敵
状
を
充
分
偵
察
し
、
し
か
る
後
に
砲
兵
に
よ
っ
て
敵
陣

を
撃
破
し
た
後
に
歩
兵
の
突
進
で
す
。
し
か
し
前
述
の
ご

と
く
地
理
に
精
通
し
た
敵
で
す
か
ら
全
軍
が
苦
し
み
な
が
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ら
の
大
別
山
攻
略
戦
で
し
た
。

自
分
達
は
軍
事
物
資
が
山
積
み
し
て
あ
る
兵
站
支
部
周

辺
、
村
落
を
含
め
四
囲
一
〇
キ
ロ
の
警
備
を
し
ま
し
た
。

勿
論
兵
站
司
令
本
部
の
指
揮
下
に
て
の
勤
務
で
し
た
。
時

は
昭
和
十
三
年
九
月
頃
で
し
た
。
河
南
省
商
城
（
別
名
魔

城
）
を
占
領
。
自
分
達
は
歩
兵
軍
団
の
最
後
尾
で
の
進
軍

で
し
た
。

商
城
通
過
の
時
は
民
家
の
土
間
に
ア
ン
ペ
ラ
が
敷
か

れ
、
多
く
の
戦
傷
兵
士
が
衛
生
隊
の
看
護
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
大
別
山
系
を
完
全
確
保
ま
で
に
は
約
三
カ
月
を
要

し
ま
し
た
。

昭
和
十
三
年
十
二
月
、
新
年
間
近
の
年
の
暮
に
よ
う
や

く
辿
り
着
き
ま
し
た
。
第
十
六
師
団
歩
兵
第
九
連
隊
で

す
。
大
宇
宙
か
ら
見
れ
ば
地
球
は
小
さ
い
が
、
中
国
大
陸

は
本
当
に
広
い
。
自
分
の
歩
い
た
跡
は
僅
か
で
あ
る
が
苦

労
の
程
は
筆
舌
に
表
し
得
な
い
ほ
ど
大
き
い
。
そ
し
て
自

分
達
五
十
人
が
第
十
一
中
隊
へ
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
は
田
舎
町
な
が
ら
立
派
な
城
壁
を
四
囲
に
築
い
た

應
城
で
す
。
こ
こ
は
湖
北
省
の
省
都
で
、
こ
の
街
に
第
十

六
師
団
司
令
部
が
置
か
れ
、
自
分
達
の
第
十
一
中
隊
は
こ

の
司
令
部
の
護
衛
隊
で
し
た
。
東
西
南
北
に
城
門
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
城
門
の
上
の
望
楼
に
衛
兵
を
立
て
、
分

哨
を
置
き
ま
し
た
。
市
内
に
も
随
所
に
検
問
所
を
設
置

し
、
各
小
隊
が
警
護
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
達
応
召
兵
も

満
足
な
教
育
は
受
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
結
構
一

人
前
の
働
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

師
団
司
令
部
が
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
西
方

の
某
市
と
の
こ
と
で
、
自
分
達
は
應
城
守
備
か
ら
原
隊
復

帰
を
命
ぜ
ら
れ
、
前
線
へ
出
動
と
な
り
ま
し
た
。
移
動
に

は
必
ず
敵
の
攻
撃
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
要
所
要
所
に
敵
の

地
雷
原
が
あ
り
、
そ
の
敷
設
個
所
は
現
地
人
に
は
知
ら
せ

て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
軍
の
み
を
対
象
に
し
た
も
の

で
し
た
が
、
戦
車
隊
の
応
援
協
力
で
難
を
免
れ
た
こ
と
も

再
三
あ
り
ま
し
た
。
輜
重
隊
の
物
資
輸
送
の
自
動
車
が
攻

撃
さ
れ
、
地
雷
原
で
数
回
爆
破
さ
れ
、
自
分
の
小
隊
も
小

隊
長
と
兵
二
人
が
戦
死
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
荼
毘
に
付
す

た
め
屍
衛
兵
に
立
哨
し
ま
し
た
。
古
年
次
兵
に
種
々
教
え
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を
受
け
て
一
夜
勤
め
ま
し
た
。
現
地
の
前
線
で
す
か
ら
す

べ
て
簡
略
に
行
い
、
東
天
の
白
む
頃
に
は
完
全
に
骨
灰
と

な
り
ま
し
た
。

朝
八
時
頃
に
故
人
名
を
書
い
た
紙
を
付
け
た
小
さ
な
木

箱
が
本
部
か
ら
持
参
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
友
が
骨
上
げ

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
三
八
式
歩
兵
銃
に
着
剣
し
捧
げ

銃
に
て
精
霊
に
祈
り
ま
し
た
。
彼
ら
の
御
霊
は
天
翔
け
て

靖
国
の
御
社
へ
、
は
た
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
へ
帰
ら
れ

た
だ
ろ
う
か
。

次
な
る
攻
撃
目
標
は
洛
陽
攻
略
で
し
た
。
蔣
介
石
の
中

央
正
規
軍
が
頑
強
に
守
備
し
て
い
る
の
で
友
軍
も
作
戦
上

大
変
苦
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。
敵
に
は
戦
車
と
対
戦

車
砲
が
無
い
か
ら
日
本
軍
の
僅
か
な
戦
車
で
も
最
大
の
戦

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
思
い
起
こ
し
て

も
、
あ
の
当
時
戦
車
と
飛
行
機
が
充
分
あ
っ
た
ら
、
早
急

に
蔣
介
石
軍
の
終
末
が
来
た
と
思
い
ま
す
。
軍
上
層
部
の

判
断
力
不
足
で
し
た
。

昭
和
十
四
年
四
月
、
中
隊
に
移
動
命
令
が
下
り
、
武
漢

三
鎮
の
揚
子
江
に
流
れ
入
る
支
流
の
上
方
辺
り
（
距
離
五

〇
キ
ロ
）
地
点
の
警
備
を
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ

の
河
を
利
用
し
て
軍
の
物
資
輸
送
を
現
地
中
国
人
の
船
や

船
頭
を
使
用
し
て
行
っ
て
い
た
関
係
で
、
こ
の
河
川
の
警

戒
と
船
へ
乗
船
し
て
警
乗
警
備
す
る
こ
と
で
し
た
。

歩
兵
は
最
前
線
で
敵
と
対
峙
す
る
こ
と
は
、
千
軍
万
馬

の
古
年
次
兵
は
充
分
活
躍
で
き
る
で
し
ょ
う
が
、
自
分
達

は
ま
だ
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
敗
残
兵
や

便
衣
隊
・
ゲ
リ
ラ
等
は
自
分
達
で
も
充
分
撃
退
で
き
る
自

信
は
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
に
て
の
勤
務
は
今
申
し
ま
し

た
警
乗
の
ほ
か
、
分
哨
で
の
警
備
、
立
哨
、
動
哨
と
夜
間

の
不
寝
番
等
で
自
分
達
応
召
補
充
兵
に
も
で
き
る
仕
事
で

し
た
。

そ
し
て
六
十
日
程
経
過
し
た
頃
に
移
動
命
令
が
下
り
ま

し
た
。
そ
れ
も
地
図
上
で
は
か
な
り
後
方
へ
の
転
進
で

す
。
何
故
後
退
か
不
明
の
ま
ま
、
指
示
に
従
っ
て
行
動
あ

る
の
み
で
し
た
。

目
的
地
に
到
着
。
小
さ
な
村
落
で
多
数
の
軍
隊
の
宿
泊

に
は
不
適
当
で
し
た
が
、
小
さ
な
学
校
の
教
室
を
借
り
て
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雨
露
を
凌
ぎ
ま
し
た
。
近
く
に
小
さ
な
川
（
ク
リ
ー
ク
）

が
あ
り
、
身
体
を
洗
い
衣
服
の
洗
濯
は
で
き
ま
し
た
が
、

便
所
は
急
造
で
穴
を
掘
り
、
屋
根
と
四
囲
の
塀
は
戦
友
の

大
工
さ
ん
の
指
示
で
即
座
に
完
成
し
ま
し
た
。
兵
隊
に
は

種
々
な
職
業
の
者
が
応
召
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
の
作
業
は
充
分
で
き
ま
し
た
。
自
分
の

よ
う
な
商
人
は
一
番
役
に
立
た
ず
、
戦
友
に
助
け
ら
れ
て

ば
か
り
で
し
た
。

五
日
程
過
ぎ
た
時
に
部
隊
本
部
の
所
在
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
西
村
少
尉
が
兵
十
人
を
連
れ
て
連
絡
に
行
き
ま
し

た
。
翌
日
帰
隊
さ
れ
て
の
発
表
で
驚
き
ま
し
た
。
敵
陣
に

対
し
て
自
分
達
の
小
隊
が
一
番
後
方
で
す
。
そ
し
て
近
隣

約
二
十
〜
三
十
キ
ロ
内
に
、
第
十
六
師
団
が
全
部
集
結
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
中
隊
の
全
将
校
が
集
合
し
て

現
況
報
告
や
部
隊
長
命
令
に
付
い
て
検
討
、
協
議
さ
れ
た

由
。
そ
の
後
二
時
間
位
で
「
中
隊
全
員
集
合
」
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。
自
分
達
は
「
い
ざ
決
戦
だ
」
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
聴
い
て
吃
驚
で
し
た
。

中
隊
長
の
第
一
声
が
「
全
員
に
告
ぐ
」
と
一
段
と
大
き

く
高
い
声
に
て
「
連
隊
長
命
令
、
我
が
第
十
六
師
団
は
全

員
、
昭
和
十
四
年
七
月
中
に
集
結
を
完
了
し
、
祖
国
日
本

へ
師
団
凱
旋
す
」
で
し
た
。
全
員
遺
漏
無
き
よ
う
に
諸
準

備
を
行
え
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
余
り
に
突
然
の
命
令

で
、
一
瞬
戦
友
と
顔
を
見
合
わ
せ
、
言
葉
に
な
ら
ぬ
声
が

出
ま
し
た
。
虚
脱
放
心
状
態
と
は
こ
の
こ
と
か
。
今
に
し

て
思
え
ば
、
最
前
線
か
ら
後
方
へ
後
方
へ
と
移
動
し
た
意

味
が
理
解
で
き
ま
す
。

自
分
達
補
充
隊
の
初
年
兵
は
約
十
一
カ
月
と
短
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
打
ち
揃
っ
て
凱
旋
で
き
る
こ
と

は
、
無
上
の
幸
福
で
し
た
。
応
召
兵
の
三
十
歳
以
上
の
古

年
次
兵
は
、
妻
子
を
後
に
し
て
国
の
た
め
だ
と
出
陣
し
、

し
か
も
二
年
も
三
年
も
の
間
山
に
寝
、
野
に
伏
さ
れ
た
こ

と
を
思
う
と
、
先
輩
の
皆
様
は
本
当
に
御
苦
労
様
で
し
た

と
思
う
。
さ
ぞ
か
し
「
凱
旋
発
表
」
を
い
か
よ
う
に
受
け

取
ら
れ
た
か
、
自
分
達
に
は
想
像
で
き
な
い
喜
び
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
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漢
口
付
近
に
集
結
し
て
、
配
船
待
ち
で
し
た
。
昭
和
十

四
年
七
月
中
頃
よ
り
逐
次
各
連
隊
単
位
で
乗
船
し
ま
し

た
。
揚
子
江
の
河
下
り
で
す
。
自
分
達
は
最
終
便
の
乗
船

で
し
た
。
そ
の
日
は
八
月
五
日
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ

の
中
国
の
三
千
年
の
文
化
、
四
千
年
の
歴
史
と
申
し
ま
す

が
、
船
上
に
立
っ
て
滔
々
と
流
れ
る
大
河
を
眺
め
な
が

ら
、
故
郷
（
琵
琶
湖
）
の
水
面
を
想
い
起
こ
し
ま
し
た
。

「
勢
多
の
唐
橋
。
石
山
寺
の
秋
月
、
粟
津
の
晴
嵐
、
堅
田

の
浮
見
堂
、
旧
街
道
の
松
並
木
」
な
ど
が
長
江
の
流
れ
に

写
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

東
シ
ナ
海
も
波
穏
や
か
で
し
た
。
歩
兵
第
九
連
隊
の
今

昔
を
種
々
に
想
像
し
な
が
ら
「
連
隊
の
栄
枯
盛
衰
等
々
」

が
頭
の
中
を
走
馬
灯
の
ご
と
く
し
走
り
廻
り
ま
し
た
。

第
十
六
師
団
（
垣
兵
団
）
は
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
に
伴

い
、
我
等
が
歩
兵
第
九
連
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
リ
ン
ガ
エ

ン
湾
に
上
陸
、
比
島
戦
に
参
戦
、
最
後
は
昭
和
二
十
年
レ

イ
テ
島
に
て
玉
砕
し
ま
し
た
。

歩
兵
操
典
ほ
か
諸
教
本
よ
り
、
自
分
が
身
体
に
て
実
感

し
た
事
柄
は
、
第
一
に
歩
兵
は
歩
く
事
で
し
た
。
一
日
に

し
て
も
拂
暁
か
ら
日
没
ま
で
幾
十
・
幾
百
キ
ロ
で
も
進
む

体
力
と
心
意
気
、
そ
し
て
敵
前
に
お
い
て
は
匍
匐
前
進
で

す
。
頭
上
を
敵
弾
は
通
過
す
る
。
敵
陣
に
突
入
時
は
大
音

声
で
敵
を
威
嚇
し
な
が
ら
肉
弾
突
撃
で
す
。
右
の
条
々
は

第
一
線
で
の
体
験
で
し
た
。

宇
品
に
入
港
、
上
陸
、
防
疫
検
査
後
に
、
軍
用
列
車
で

京
都
へ
そ
し
て
梅
小
路
駅
へ
帰
着
し
ま
し
た
。
出
陣
時
と

同
様
の
多
く
の
人
達
の
出
迎
え
を
受
け
な
が
ら
伏
見
の
連

隊
へ
無
事
帰
営
し
ま
し
た
。
そ
し
て
数
日
後
に
石
山
駅
頭

に
私
は
立
っ
て
い
ま
し
た
。

故
郷
の
皆
様
有
難
う
。
戦
死
さ
れ
た
戦
友
の
皆
々
様
泰

ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
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